
 

 

絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律あり方検討会 

設置要領（案） 

 

 

 

１．目 的 

平成26年６月に施行された絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法

律（平成25年法律第37号）附則及び絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関す

る法律の一部を改正する法律案に対する附帯決議（衆議院及び参議院）に基づき、規

定について検討するため、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律あ

り方検討会（以下「検討会」という。）を設置する。 

 

 

２．構 成 

検討会は、別紙に掲げる委員及びオブザーバーとしての関係省庁をもって構成する。 

また、必要に応じて、委員以外の有識者等の出席を求めることができる。 

 

 

３．運 営 

（１）検討会には座長を置き、委員の互選により選出する。 

（２）座長は、検討会の議事運営に当たる。 

（３）座長に事故等のやむを得ない事情があるときは、座長があらかじめ指名する委員

がその職務を代理する。 

（４）検討会は、原則として公開する。ただし、公開することが不適切な場合について

は、座長の判断で非公開とすることができる。 

 

 

４．事務局 

検討会の事務局は、環境省自然環境局野生生物課において行う。必要に応じ、事務

運営の一部を外部機関に請け負わせることが出来る。 
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